
水道施設の耐震化の状況について 

 

水道施設は、生活に欠かせない重要なライフラインであり、地震などの災害時においても断水による社会経

済や生活への影響を最小限にとどめることが重要であるため、地震に強い水道管への取替え等、耐震化を進め

ています。 

ここでは、吉田町における水道施設の耐震化の状況についてお知らせします。 

 

💧 浄水施設の耐震化 

井戸からくみ上げた地下水を浄化処理するための施設です。吉田町では第１浄水場、第２浄水場、第３配水

場、除鉄除マンガン施設の４か所の浄水施設を有しており、耐震化率は１００％となっています。 

 

 

 

 

 

浄水処理能力（耐震化）／全浄水施設能力×１００ 

（２５，３００㎥/日／２５，３００㎥/日×１００） 

 

💧 配水池の耐震化 

 水道水は天候や時間帯によって使用量が変化することから、安定的に供給するために貯めておく施設です。吉

田町では、第１配水池、第２配水池、第３配水池、第２浄水場の４か所の配水池を有しており、耐震化率は１０

０％となっています。 

 

 

 

 

 

配水池有効容量（耐震化）／全配水池有効容量×１００ 

（９，４００㎥/日／９，４００㎥/日×１００） 

 

💧 管路の耐震化 

漏水リスクの高い管を計画的に耐震性のある管に取替えています。吉田町では、約３００ｋｍの水道管が埋設

されており、耐震化率は２８％となっています。 

 

 

 

 

 

管路延長（耐震化）／管路総延長×１００ 

（８６,０５３ｍ／２９９,４００ｍ×１００） 

 

浄水施設の耐震化率 

（令和元年度末現在） 

１００．０％ 

配水池の耐震化率 

（令和元年度末現在） 

１００．０％ 

管路の耐震化率 

（令和元年度末現在） 

２８．７％ 

配管状況 

第１配水池 

第２浄水場 


